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極超音速統合制御実験機（HIMICO）は, 予冷ターボジェットエンジン(PCTJ)および極超音速実験機（HYTEX）

をベースとし, 空気吸込式エンジンを用いた将来宇宙航空輸送システムの実現に向けて、極超音速飛行環境下にお

ける軌道／機体／推進統合制御技術を実証することを目標としている. 極超音速飛行時のエンジンは高温の空気

にさらされるため, 高い耐熱性が要求される. 本年度の風洞実験は, 高温下における駆動・計測系・シール健全性

確認・供試体の断熱性・耐熱性確認・高高度試験に向けたエンジンの性能取得などを目的とし試験を行った.  

図 1 に実験で使用した実験装置の外観を示した．本エンジンは超音速飛行時に空気を取り込むために可変インテ

ークと可変ノズルを備えており, エンジン上流側から可変インテーク・燃焼器・可変ノズルの順番に配置されてい

る. 燃料にはガス水素を使用しており, 本実験においては当量比 0.7, 最高燃焼温度 2000[K]を目標としてエンジン

に投入する水素の流量を決定した.  

図 2に試験結果の一例を示す. 本試験においては水素投入を行う燃焼時間を5[s]とし, 試験を行った. エンジンは

安定して燃焼しており, 試験途中における失火などは確認されなかった. 燃焼試験において駆動部が固着する等の

問題が生じたため, 高温下における駆動部の健全性保証のために改良が必要となった. また, 熱電対を用いて駆動

部の温度計測を行った. これらの温度は事前に設定した耐熱温度以下となる結果が得られたためエンジンの耐熱

性は要求を満たしている. 本実験では燃焼試験を複数回行ったが, 試験後にエンジンを分解しエンジン内部の断熱

材を確認したところノズル付近の断熱材が溶融して消失していた. これはインジェクタから噴射される水素燃料

の流れと主流空気との混合が不十分で部分的に高温部が生成され, 断熱材の耐熱温度を超えてしまったことが原

因であると考えられる. 実際の試験ではより長時間の燃焼試験が予定されているため断熱材材料の変更やインジ

ェクタ改良による混合の促進などのエンジンの改良が必要であることがわかった. 

本実験で判明したエンジンの不具合に対する改良を行い, JAXA 角田宇宙センターに設置された高高度試験にお

ける試験を行う予定である. 

 

 

図 1 実験装置  

図 2 試験結果 
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